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最上川流域環境の特徴

・最上川流域の生態系は、原生自然だけ
ではなく、流域に暮らす人々の森里川海
産業とともに改変され、維持されている
。流域の自然や文化は農山漁村住民の暮
らしの営みと織りなしあいながら形成さ
れている。



 ・最上川学とは、最上川流域の自然と文化、農山漁村に暮
らしてきた人々の知恵と技術から学ぶことを通して、それ
を革新的に受け継ぎ21世紀に生かすべく新たな暮らしや産
業のスタイルや生存環境の在り方を模索すること。

 ・地元農山漁村住民と協働連携しながら対等に運営される
形で、共に学ぶ活動を展開し、調査研究を行いたい。

 ・学の担い手は、大学・研究者だけでなく、地元住民や関
係する外部の一般の方々など多くの主体に面的に広げられ
る開かれたものとして設計していきたい。



■山形大学最上川学推進センター（清川小学校09年度より空校舎）

（NPO法人里の自然文化共育研究所清川本部事務局）

●飛島 漁協女性部法木支部

●
三瀬つるおかユースホステル
（NPO里の自然文化共育研究所 南庄内支局）

●
松ヶ岡ネット

●中野俣を元気にする会
（NPO里の自然文化共育研究所北庄内支局）

●角川里の自然環境学校
(NPO里の自然文化共育研究所西最上支局）

●田茂沢道草ぶんこう
(NPO里の自然文化共育研究所北最上支局）
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最上川学運営エリア構想イメージ（連携NPO・地域活動団体位置図）

青：山形大学関係機関
赤：地域活動団体
黄：中間支援NPO

山形大学エリアキャンパスもがみ

山形大学農学部
■

各地域活動団体や中間支援NPOと連携協働しながら最上川学の運営と活動を進めていきます。



 最上地方
・戸沢村角川 角川里の自然環境学校の活動

・金山町田茂沢 田茂沢道草ぶんこうの活動

・最上町満沢 山村留学活動と地元学学習会の取り組み

・鮭川村観音寺 地元学学習会の取り組み

・舟形町長沢等 地元学学習会と地域ぐるみの教育旅行受入れ

・新庄市山屋 地元学学習会の取り組み

 庄内地方

･酒田市中野俣 地元学と地域団体中野俣を元気にする会の結成

・酒田市飛島 地元学学習会と山村との郷土料理交流、物々交換経済構築

・庄内町立谷沢・清川 子ども達と共に行う地元学と、地域づくり学習会

・鶴岡市松ヶ岡 松ヶ岡ネットによる地元学学習会と実践研修の実施

・鶴岡市三瀬 地域案内人による森里川海をつなぐ学習ツアーの実施

・鶴岡市関川 しな織協同組合による伝統工芸交流学習

その他相互にかかわりを持つ活動団体多数が「最上川流域」から学びながら

取り組みを継続中





田茂沢道草ぶんこう
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山村の住民と海辺の
住民が食文化交流会
を実施

海辺の地元学を
実施！

三瀬～海辺の集落の地元学と自然文化交流～





















最上町満沢山村留学



地元学学習会の実施

松ヶ岡



08年6月13日
山形新聞記事

各々の郷土料理を楽しみながら
「森の炭」と「海の魚介類」を媒介とする
交換経済づくりプロジェクトを継続的に実施

森～海がつながる活動へ





最上川巡検

最上川俯瞰講義

最上川学フォーラムの開催（2回）

最上川講座（全5回）

（1泊2日程度5回）

最上川学講座（地元から学ぶ講座）全5回

（2泊3日程度5回）

地元に学びながら地元の方と育む教育プログラム作りと

地域づくりへ


